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■ B    プロジェクト学習における『情報獲得』                  

プロジェクト学習における情報獲得の重要性 

情報は リアルな空間（現場・体験） と デジタル空間（ネット・AI） の両方から得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 

 

 

プロジェクト学習では、情報を正しく扱う力を高めることが重要な視点 です。そのため、指導者は適切な情報

コーチング を行い、学習者が効果的に情報を活用できるようサポートします。 
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                      情報獲得-3 つのポイント                  

1、多様な⼿段で情報獲得 
ネットや⽂献、インタビューに終えず、実際に現地に⾜を運ぶ。⼈間ならではの五感を働かせ、その現場特有の状況や雰
囲気から、リアルな情報を獲得する。またネットやインタビューから得るときも他の媒体やほかの⼈からも情報を得るこ
とでより偏向の少ない思考や判断を可能とします。 
また「⾃分たちとは違う考えにもとづく情報」を⼿に⼊れることも⽋かせません。 

 
2、根拠ある情報を獲得する 
ただ情報を集めるだけでなく、⼀つひとつの情報のクオリティーが⾼いことが⼤事です。 
そのためにもいつ・どこで得たものか、出典を明確にすることが重要です。根拠のある情報でなければ⽬的のために活か
すことは出来ません。 例えば、写真を撮る際には、撮影した⽇時や場所、状況を明記することで、情報の裏付けを強化
します。編集や加⼯されていない情報を⼿に⼊れる.その現実からいかに、必要な情報を獲得できるか、ここが鍵と⾔える
でしょう。 
 
3、情報源を確認する 
情報の提供元、情報源などをしっかり確認することが⼤事です。 
公的機関や信頼性の⾼いデータを使⽤し、偏った情報や利益⽬的の情報は避けることが重要です。特に、個⼈ブログや営
利⽬的の情報源は慎重に取り扱う必要があります。情報の提供元が信頼に⾜るものであるかを確認し、その信頼性を⾒極
める⼒を養うことが⼤切です。「情報源」を確認するセルフコーチング「その情報源は‥?」「なぜ、その情報を提供して
いるのか？」と⾃分で⾃分に聞いてみる、聞いて考えてみる根拠ある情報、信頼して使える情報を獲得することができる
情報⼒が⾝につく教育が求められます。 

 

 
 
 
 
 

 
■ デジタル教科書 

■ グーグルスカラー  https://scholar.google.co.jp/scholar 

■ 厚生労働省の統計情報 https://www.mhlw.go.jp/index.html 

■ 文部科学省統計情報 https://www.mext.go.jp/ 

■ e-Stat（日本政府が提供する統計データポータルサイト/政府統計の総合窓口）  https://www.e-stat.go.jp/ 

■ CiNii Articles  https://cir.nii.ac.jp/    ■ J-STAGE  https://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja 

■ 国立国会図書館デジタルコレクション https://dl.ndl.go.jp/ 

ほか 
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■ B プロジェクト学習の「AI 活用」とプロンプト 
 
【AI を活用した学習の注意点】 
https://suzuki-toshie.net/news/4704/ 

生成 AI(ChatGPT)は単なる情報提供ツールではなく、対話しながら思考を深め、アイデアを引き出すパートナ

ーとして機能します。 

 💡 例えば… 

✅課題発見＝「災害時、この〇〇で危険な箇所を３つ以上、理由を添えて教えて」と問いかける 

✅多面的視点＝「このアイデアに足りない視点は？」とフィードバックを求める 

徐々に対話を重ねる 

質問の仕方を工夫することで、より有益な情報やアイデアを得ることができます。  

💡 良い質問の例 

✅「〇〇の〇〇に関する成功事例を教えてください」→ 事例を学ぶ 

✅「〇〇のデメリットや課題を考えてみてください」→ 多角的に考える 

✅「この説明を小学生にもわかるように言い換えてください」→ シンプルに整理する 

 
 

■ 普遍的：ChatGPT を活⽤する際のポイント 

ChatGPT を効果的に活用するためには、以下の基本的な要素を考慮することが重要です。 

🔹 何のために情報が必要なのか？ 

                → 目的を明確にすることで、得られる情報の質が向上します。 

🔹 誰がその情報を求めているのか？ 

                → ターゲットに応じて、情報の深さや専門性を調整できます。 

🔹 その背景は何なのか？ 

                → 背景を明確にすることで、より適切な提案やアドバイスを得られます。 

🔹 どのような形で情報を欲しいのか？ 

               → 例: 要約、リスト、事例紹介、プレゼン用スライドなど。 

🔹 曖昧ではなく具体的なプロンプトを作成する 
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→ ChatGPT に質問をする際は、「具体的なキーワード」や「条件」を含めることで、より適切な回答を得ることが

できます。   

例: ✅「小学生向けに、地球温暖化をわかりやすく説明する方法を教えてください」  

  ✅「医療分野の最新トレンドを、技術・倫理・社会的影響の観点から要約してください」 

 

■プロジェクト学習のビジョンとゴールの重要性 

プロジェクト学習において最も重要なのは、 

「何のために、何をやり遂げたいのか」という明確なビジョンとゴールを持つこと。 

 これは、ChatGPT を活用する際にも不可欠な要素となります。 

 

🔹 目的：なぜこのプロジェクトを行うのか？ 

                → 学習者が目的を理解し、主体的に取り組むための基盤となる。 

🔹 最終的に何を達成したいのか？ 

                → 成果のイメージを具体化することで、計画や行動がより効果的になる。 

🔹 目標設定が学習の質を左右する 

              → 目標が曖昧だとプロジェクトの方向性が不安定になり、成果も不明確になる。 

🔹 ゴールを共有することでチームの結束が強まる 

→ 参加者全員が同じ方向を向くことで、協力しやすくなる。 

ChatGPT を活用する際にも、ビジョンとゴールが明確であることが極めて重要です。 

ChatGPT に適切な問いを投げかけ、価値のある回答を得るためには、「何を達成したいのか」「どのような情報

が必要なのか」を明確にしておくことが不可欠です。 

プロジェクトのビジョンが曖昧なままでは、求める答えも漠然としたものになり、活用の効果が半減してしまいま

す。 

このように、プロジェクト学習の成功には、最初に「なぜ」「何を達成するのか」を明確に定めることが不可欠で

あり、これは ChatGPT を有効に活用するための大前提にもなります。 
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■PBLの各フェーズにおける Chat GPT 活用の例 

 1.【準備】【課題発見】にどう生成 AI（ChatGPT）を活かすのか？ 

🔹 課題を⾒つける 
✅ 画像認識：現実の写真などをアップし課題を⾒出してもらう 
✅ 「このテーマについて、どんな課題が考えられますか？」と聞く 
✅ フィールドワークの質問リストを作成 

 2. 【ビジョン・ゴール】【⽬標設定】にどう⽣成 AI（ChatGPT）を活かすのか？  

✅ SMART ゴール（具体性・測定可能性・達成可能性・関連性・時間設定）を設定するサポート 
✅ 「⽬標をより明確にするための質問リストを作ってください」 
✅ 「この⽬標を、チーム全員が共感できる⾔葉に⾔い換えてください」 

3. 【計画】【計画作成】にどう⽣成 AI（ChatGPT）を活かすのか？ 

 
✅ プロジェクトのタスクを細分化し、優先順位を整理 
✅ 「この計画のリスクを洗い出して、対策を考えてください」 
✅ チームの役割分担を整理し、適切な担当を提案 

【必須（すべき）⾏動】にどう⽣成 AI（ChatGPT）を活かすのか？ 

✅ 「この計画を成功させるために絶対に必要な⾏動をリストアップしてください」 
✅ 「この⾏動を効果的に実⾏するためのアドバイスをください」 
 

 4. 【情報・解決策】【情報獲得】にどう⽣成 AI（ChatGPT）を活かすのか？ 

🔹必要な情報を⼿に⼊れ、解決策を考える 
✅ 「〇〇についての信頼できる情報源を教えてください」 
✅ 「アイデアを発想するためのブレインストーミング⼿法を教えてください」 
✅ 「このアイデアのメリット・デメリットを整理してください」 

【多⾯的視点】にどう⽣成 AI（ChatGPT）を活かすのか？ 
✅ 「このテーマを異なる視点から考えるとどうなる？」と質問する 
✅ 「このアイデアの⻑所と短所をそれぞれ 3 つずつ挙げてください」 
✅ 「異なる分野の事例から学べることを教えてください」 
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【課題解決策】にどう⽣成 AI（ChatGPT）を活かすのか？ 

🔹効果的な解決策を考え出し、やってみる、実行、 試行錯誤 

✅ 「この課題に対する過去の成功事例を紹介してください」 

✅ 「実現可能な解決策を 3 つ提案してください」 

✅ 「この解決策のリスクや課題を事前に洗い出してください」 

次への【学びデザイン】へどう⽣成 AI（ChatGPT）を活かすのか？ 
✅ 「学びを深めるための追加のリサーチ課題を作ってください」 
✅ 「成果を振り返るためのポートフォリオ構成を提案してください」 

 

時々「モチベーションが上がるための声かけ」？ 
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 1.【準備】 における 「情報」と「AI」活用の可能性    ・ 

 

[目的] 目の前の現実を見て「課題」を見出す。 

[身につく力]  課題発見力 

[活動] 現状を正確に観察し、何が問題なのか、何を解決すべきなのかを明確化する。 

     活動例:フィールドワークやインタビューを通じて現場の実態を把握する。 

     データや事例を分析し、根本的な「課題」を探る。 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

           ＜図：プロジェクト学習のフェーズと⾝につく⼒＞ 
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■ 課題発⾒の思考プロセス 

  ビジョン（目的） 

     願い 

ゴール（目標） 

成果 

Proj
ec

t B
as

ed
 Lea
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ng

 

意
 志

 

 

準 備 

ビジョン・ゴール 

計 画 
情報・解決策 

 制 作 

プレゼンテーション 

 再構築 

 成⻑確認 ‥自信・未来志向 

‥受容・再構築 

‥コミュニケーション力 

‥共創力・ビジュアル表現力 

‥情報獲得力・課題解決力 
‥すべきことを自ら考える力 

‥目的・目標を決定する力 

‥現実からの「課題発見力」 

【フェーズ】   [身につく力] 

デジタル空間＋リアル空間 

    ・Portfolio 

    ・Co-Creation 
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「課題」は、ありたい状態と現状のギャップにあります。ありたい状態はこうなったらいいな、と
いうビジョンそれは必ずしも数値化を要しません。しかし現状は、根拠ある情報やデータである必
要があります。 

 

 

【情報活用】必要な「情報」 

D □ 題材について、基本知識 
D □ 対象の現状-公的機関にあるデータ・論文など資料 
D □ 対象のデータ分析や統計情報 
R □ フィールドワークで得られる観察データの整理 
R □ 題材について「現実」から得た情報（写真、動画、地図、平面図、観察、記録メモなど） 
R □ 題材について「他者」の見方を聞いたメモ、多様な立場の人からインタビューしたもの 
R □ 題材について「社会的価値」を書き出したもの、「自分ごと」関連性などを書き出したもの 
 

【AI 活用の例】 

• 画像認識AI: 現場写真や映像を解析し、隠れたパターンや異常を見つける。 
• 自然言語処理AI: SNSやニュース記事を解析して関連する話題やトレンドを抽出。 
·  課題を発見するために、多面的、多角的な見方、発想を広げる 
·  自分が発見した課題に対し、妥当だったか？をAI に聞いてみる 
• データ分析ツール: 分野に関連する公開データをAI で分析し、課題発見の材料とする。 

【プロンプト例】 

·    （街の路地の）写真をアップして、避難の際に問題になりそうな箇所を指摘してください」 
• 「日本における高齢者福祉に関する最新の課題をいくつかリストアップしてください。」（根拠を添えて） 
• 「SNSデータから特定地域で話題になっている環境問題を抽出してください。」リンク先 
• 「＊＊の時間のこの写真に映っている街の様子を分析し、見つかる課題を教えてください。」 
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□ 課題発見に ChatGPT を活かす 
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□ 現状分析・解析に ChatGPT を活かす 
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□ 多面的多角的に情報を得るために ChatGPT を活かす 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


